
- 22 -

情 報 教 育
※は参考文献等

１ 情報化に対応できる資質や能力を育成する情報教育の体系的な推進

○ 学校教育全体において情報教育を推進するために、教育の情報化を推進する組織を位置付け、
計画的に研修を行うなど校内の指導体制を充実する。

◎ 情報活用能力を身に付けさせるために、各教科等との関連を図りながら、発達の段階と系統
性を踏まえた指導内容や方法を明らかにするとともに、次の３観点・８要素をバランスよく育
成する。
【情報教育の３観点・８要素】
① 情報活用の実践力 ・ 課題や目的に応じた情報手段の適切な活用

・ 必要な情報の主体的な収集・判断・表現・処理・創造
・ 受け手の状況などを踏まえた発信・伝達

② 情報の科学的な理解 ・ 情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解
・ 情報を適切に扱ったり、自らの情報活用を評価・改善
するための基礎的な理論や方法の理解

③ 情報社会に参画する態度 ・ 社会の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼ
している影響の理解

・ 情報モラルの必要性や情報に対する責任の思考
・ 望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度

※ 教育の情報化に関する手引き（平成２２年１０月 文部科学省）

２ 情報活用能力を高める指導の工夫

○ 必要な情報を主体的に選択・活用する能力を育成するために、各教科等の学習において、目
的に応じた情報手段を効果的に活用する。

○ 各教科等においては、児童生徒の学習意欲を高め、理解を助けるコンピュータ等の情報手段
の活用場面や活用方法を工夫する。

○ 実際の体験や課題解決などを通して、次の能力を身に付けさせる。
・ 情報を収集したり選択したりする力
・ 情報を比較・吟味して整理する力
・ 複数の情報を関連付けたり組み合わせたりして新たな情報を創造する力

３ 情報モラル教育の充実

○ 情報モラル教育を道徳や各教科等など教育課程に位置付け、子どもの発達段階に応じて２領
域５分野の内容をもれなく扱い、情報社会での行動に責任をもたせ、適正な活動を行うための
基になる考え方と態度を身に付けさせる。

※ 情報モラル教育 実践ガイダンス（平成２３年３月 国立教育政策研究所）

※ 情報モラル指導モデルカリキュラム表（平成１９年５月 文部科学省）


